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f大輔化以韓の 中教審審申 と 大学改革の軌跡一{題人的メ モ ワーノレーj

~関西地区 FD 連絡協議会研究 官6 ・ FD デザイ ン研究 部 主催講演会~

講 師 : } ! I鳩 太棒夫 (神戸大学 大学教育推進機構 教授)

日 時 : 2013 年 3 月 22 日 (金)

参加者 : 学内 18 名 学外 1 7 名

山 内 ・ 定刻 に な り ま したので、 関西 FD 連絡協議会研究 聡 ・ FD デザイ ン研究 SG と 神戸大学大学教育推進機構の共催 と し

ての研究会を開催 させていただきたい と 思います。

本 日 の研究会の講師は、 本学大学教育推進機構の)11嶋太津夫教授です。 議題は 「大綱化以降の中教審答申 と 大学改革の

軌跡一個人的メ モ ワ ーノレーj と い う こ と です。

本研究会は、 関 西 FD 連絡協議会 と本学大学教育推進機構 と の共催でございますが、 関 西 FD 連絡協議会の代表幹事校の

大塚雄作先生には最後に ごあい さ ついただ く と い う こ と にい た し ま して、 最初に、 本学大学教育推進機構のiírJ機構長でい

ら っ し ゃ います大野隆教授に一言 ごあい さ つ をお願いいた します。

大野 : 皆 さ ま 、 こ ん に ち は。 年度末の大変お忙 しい と こ ろ に、 皆 さ ま ご参集いただき ま して、 あ 習 が と う ご ざいます。 私

l土、 神戸大学の大学教育推進機構の闘機構長 を し てお り ま して、 全学共通教育部長 を してお り ます大野 と 申 します。 幹事

校の幹事の 1 人 と して、 大塚先生 を は じ め 関西地区お よ び連絡協議会、 非常にお世話になっている と こ ろ です。

今 日 i士、 今 も 司会者の山内先生か ら も ご案内があ り ま した よ う に、 } I I嶋先生に、 長年にわたっ て経験 された中教審を、

個人的メ モ ワ ーんと おっ し ゃ っ て いますが、 い ろい ろ と 興味深い話が聞け る と 思います。 後でいろいろ と 質問 していただ

いて、 個人的 メ モ ワ }ノレをますます掘 り 下げていただければと 患います。 充実 した時間が過ごせます よ う に祈念 して、 私

の最初の あ い さ つ と させていただき ます。 ど う ぞ、 今 日 は よ ろ し く お願いいた します (拍手入

IIr 内 ・ はい、 あ り が と う ございま した。

本来です と 、 学外からの方もお見えですので、 } I I �島教授について略歴を紹介 させていた だ く と こ ろで ご ざいますが、 本

日 の レジ ュ メ を ご覧いただいて も お分か 堅 いただけます と お り 、 } 11'鳴教授 ご 自 身が本 自 のプ レゼ ンテーシ ョ ンの 中 で、 ご

自 身の略燦を紹介 される と い う こ と ですので、 省略させていただき た く 患います。

それでは早速ですが、 } I I嶋先生、 よ ろ し く お願いいた します。

} I I鳴 : 皆 さ ん、 前から失礼いた し ます。 ただ今紹介にあずか り ま した神戸大学の}! I鳴です。 本 日 i土、 お 虻 しい中をお集ま

9 いた だ き ま して、 あ り が と う ございます。

なぜ私が こ こ で話をするのか と い う こ と の前置き を少 しいた します。 先 ほ どf山内先生の方から ど紹介あ り ま したが、 関

西 FD 協議会か ら訴を して く だ さ い と い う 依頼があった のです。 学内の方はご承知かと 思いますが、 私は大学教育推進機

構の中で、 全学評価 ・ 問 委員会の委員長を仰せ付かつ てお り ま して 、 各部局に対 し て は、 毎月 必ず FD の活動を して く だ

さ い、 FD カ レ ン ダー と 称する枠の中 に必ず埋ま る よ う に し て く だ さ い と い う こ と を 自 ら毎月 委員会で言 っ てい る も ので

すか ら 、 言 っ て い る だけでは駄 目 なので、 私 自 身 も 何か実績を作る こ と に貢献 し ょ う かな と 思いま し て 引 き 受けた次第で

す。

では、 実際何を話そ う かな と ，思 っ たのですが、 いろいろ な偶然が重な っ た と いいますか、 ーつは、 『大学教育研究』 と

い う 機構の紀要 に 山 内先生が整理 されていますが、 今は大学教育推進機構ですけれ ど も 、 前身の大学教育研究セ ン タ ーが
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神戸大学に設置 さ れて 、 ち ょ う ど 20 年た ち ます。 それから私 自 身 も 、 ほぽ 20 年近 く こ こ で仕事を して き た こ と 。 それか

ら個人的には中教審の委員 を何年か務 め さ せていただいて 、 ち ょ う ど こ の 2 月 で任期が切れた と い う 、 いろいろ な偶然が

重 な っ て 、 話を してみょ う かな と 怒っ た 次第です。 ただ、 真面 白 に話 をす る の も 大変かな と 思いま して、 副題に r1個人的

メ モ ワ ーノレJ 1: い う の を付 け さ せていただき ま した。 全 く 自 由 に勝手に しゃべっていい と い う エ タ ス キ ューズのつ も り で

副題を付け ま した。

ただ、 今 日 お話 しす る のは、 大綱化以降中教審答 申 は さ ま ざま 出 されてお り 、 それに対応 して各大学でい ろ い ろ な取 型

車且みを さ れていますが、 そ こ に私個人の経験、 体験 と い う も のを組み込んでお話 し します。 結構与太訴 も 多い と 思 う ので

すが、 最終的に は も う 少 し裏面 白 な話 を し たい と 思っ ていますa

こ の ス ラ イ ドの左側が中教審、 あ る いは国全体の動き、 右側が神戸大や私 自 身の体験 E 経験をで き る だけ シ ン ク ロ さ せ

る形で作っ てみま した。

タ イ トノレにあ り ます よ う に、 大綱化 と い う と こ ろ か ら 私の体験が始ま っ て い る わけです。 平成 3 年 草 月 に大学設置基準

が改正 さ れま した。 これを 「大綱化J と 呼んでいます。 ご存 じの よ う に、 法棒改正の前に中央教育審議会ではなにが しか

の答申が出される こ と に な っ ています。 当 時i立、 臨時教育審議会の提言 に よ っ て作 られた大学審議会 と い う も のが あ り ま

して、 大綱化に先立っ て 、 平成 3 年 2 月 に 「大学教育の改善についてJ と い う 大学審議会答 申 が 出 されま した。 こ の 内容

は、 ご承知の よ う に 、 一般教育 と い う 形で、 全ての大学が人文 ・ 社会 ・ 自 然科学 36 単位プ ラ Z 外国語教育 と い う 共通の

授業を法律で定めている。 それが個々 の大学の個性を妨げて い る と い う こ と で、 それぞれの理念に基づいて特色あ る教育

がで き る よ う に と い う 趣旨で、 それを受けて大学設置基準が改更 されて、 一般教育科 目 や専門科 目 と いっ た授業科 目群の

廃止が な さ れたわけです。

実は大学審議会に l士、 当時の神戸大学の学長であっ た新野先生が委員で入っ て お ら れま した。 それから私が名占一屋大学

時代に ご一緒 した天野先生も 大学審議会の委員 を されていま した。 私i立、 こ の と き はま だ名 古屋大学の教育学部で助手を

してお り ま した。 名 古屋大学に勤めていた こ ろ も 、 今か ら 思 う と 非常に先進的な こ と をやっていた な と 思 う のですが、 当

時主要な大学には教育改善特別経費 と い う 教育改革のた め の予算が文科若か ら付いていて、 名 宵屋大学教育学部でも安彦

先生を中心 と して応募 しま して、 改善経費を頂いて何をやっ ていたかと い う と 、 瀬木先生 と い う 非常に偉い先生の授業に

出掛けていっ て 、 ビデオテープを回 し て授業分析を して、 その後、 瀬木先生をお呼び してカ ン フ ァ レ ン ス をやって、 「先

生、 こ こ は駄 目 ですねJ と い う こ と を名 古屋大学でやっ て お り ま した。 そ う い う こ とや、 UCLA のパー ト ・ タ ラ ー ク 先生

と 漸木先生の共同プ E ジェ ク ト で、 大学院の比較教育の研究 に も入っていた り して 、 少 しずつ高等教育の研究 も始めてお

早 ま した。

と こ ろで、 大綱化は、 実際に は 4 年か 6 年の一貫 したカ E キ ュ ラ ム を作る と い う のが趣旨だったのですが、 こ こ はいろ

い ろ な人のいろいろな言い方があ り ますが、 結局、 何につな が っ たか と い う と 、 例 え ば今 日 お見えの大塚先生の京都大学

も そ う ですが、 神戸大学 も 、 結局、 組織改編につながっ ていったわ けですo 教育改革と い う よ り は、 組織改革につながっ

て い っ て 、 神戸大学です と 、 平成 4 年 10 月 に、 当 時あ っ た教養部 ・ 教育学部を改組 し て 、 国際文化学部、 発達科学部、

国際協力研究科、 大学教育研究セ ン タ ー を設置する と い う 組織改革を行いま した。

大学教育liIf究セ ンタ ーが教養部の受け皿で、 いわゆる一般教育、 教義教育の7才、ジメ ン ト をす る と 同時に、 研究部 と い

う のが あ 埋 ま して 、 当 時既 に あ っ た広 島大学の大学教育研究セ ンター、 あ る いは筑波大学の大学研究セ ンタ ーに次いで 3

番 目 の高等教育研究部門を作っ た と い う こ と に な り ます。

そ こ で、 当 時、 後藤先生 と い う 最後の教養部長、 そ して初代の大学教育研究セ ン ク ー長が、 い ろ い ろ なってを頼っ て 、

こ こ の研究部で仕事を して く れる人をお探 し に な っ て いた こ と が ど縁で、 私は、 こ こ の大学教育研究センタ ーにやっ て ま

い り ま した。

平成 5 年 茜 月 に大学教育研究セ ンタ}に着任 し ま した。 当 時の セ ン タ }長i立後藤先生、 I<1'J セ ン IJ -長は瀧上先生で した。

来た当初は、 年度途中で したので、 何 も し な く て いい と い う 非常に楽 しい生活を送っていた のですが、 採用の と き に 、
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知 っ てい ら っ し ゃ る方はよ く 分かる の ですが、 後藤先生が f) 1 1 嶋 さ ん、 研究ばか り していては面白 く ないで し ょ う J と 言

われま し て 、 「そ う ですねj と か言っ た ら 、 「 じ ゃ あ 、 授業をやっ て み る かj と 言われま し て 、 全学共通授業科 目 、 いわゆ

る 教義原輸を幾っか持っ と 同時に、 先 ほ どお見せ した よ う に、 大学院の国際協力研究科 と い う のができ ま して 、 そ こ の第

3 専攻 、 地域協力政策専攻 と い う 中に、 教育協力論専攻が設置 さ れま した。 こ れ も 、 なぜそ の よ う に な っ たか と い う のは、

学内の方は よ く ご存じで、 いろいろすっ た も んだがあったのですが、 そ こ の専攻で大学院の授業のゼ ミ を持つ、 研究指導

生を持つ と い う こ と にな り ま した。 今 か ら思 う と 、 「研究だけで十分ですj と 言 え ば よ か っ た かな と 思っ た り しますけれ

ど も 、 後の祭 り です。

その後、 r!J 内先生が広島大学か ら 、 米谷先生が奈良大学の方か ら着任 さ れ、 さ ら にその後、 後藤先生がお辞めになっ た

後、 波 回先生が高知太学から 着任 さ れて、 一応、 こ の後 、 4 名 の ス タ ッ プ で大学教育研究セ ンタ ー研究部 と い う のが組織

と し て 出来上がって動き始めた と い う こ k に な り ます。

その後、 平成 7 年か ら 自 年にかけて、 教育改革の さ ら な る 見直 し と い う か問題点を洗い出す と い う こ と で、 当時の小林

国j学長を ト ッ プ と して、 一般教育 と 専門教育の関係について さ ま ざま な調査を し議論を し ま した。 一番大きな問題だった

のは、 ど こ の大学で も そ う い う こ と はい ま だに尾を引いている か と 恩いますが、 結局、 教養部を 改組 した と き に 、 誰が一

般教育を担当す る の か と い う 、 そ こ が一番のネ ッ ク であ り ま して 、 神戸大学で も 、 今はそれほどではないのですが 、 教養

部を担当 さ れた先生 と 、 それ以外の専門学部での先生の問に は共通教育の授業担当については非常に大き な温度差が あ る 。

それが一つの大き な問題に な っ て 、 帯電査告 して報告書を出す と い う 仕事を し ま した。 先 ほ ど ご あ い さ ついただき ま した 大

野先生が部長 を されてお り ます全学共通教育部の規則集の中に はずい分後 ろの方ですが、教養部を な く す と き の評議会決

定 と い う のがいまだにずっ と 残 っ て お り ま して 、 「一般教育等の凌業担当責任を全学に及ぼす。 J と あ り ますが、 全学 と い

う と こ ろの解釈を め ぐ っ て非常にい ろ い ろ な議論がわき 起 こ っ た と い う こ と です。

いずれに し て も 、 本来の大綱化 と い う のは、 教育改輩 と いいますかカ リ キ ュ ラ ム改輩のはずだったのが 、 いつの間にか

組織改輩、 あ る いは担当者問題にす 埋 変わっ て き て しま っ ていた。 それがいま だに さ ま ざまな形で尾を引いているのだろ

う と 思いますロ あ ら た めて幾つかの大学では、 例 え ば九州大学です と 数 ト名の教員 を有する基幹教育院を設置 しま したロ

教養部の復活か と い う 見方 も あれば、 いや、 そ う では ない と い う 意見 も あ 札 い ろ い ろ な議論があ り ます。 ま た 、 新聞等

で報道 さ れていますが、 京都大学でも 国際教育院を設置 し、 100 名 の外国人教員を雇って教義教育を盤視する と 言われて

います。 いろいろな形で大綱化以降、 2 回 目 、 3 回 目 ぐ ら いの組織改革が 生 じ ています。 教育の中身よ り 、 組織の在 り 方

の改主震がいまだに続いて い る と い う こ と です。

平成 3 年に大学教育の改善について答 申 が 出 さ れて大綱化され、 それから数年して平成 9 年 12 月 に大学審議会答申 「高

等教育の一層の改善について J が 出 されま した。 大綱化以降、 教育改革はある一定の進捗を見せて い る けれ ど 、 ま だ不十

分な と こ ろが あ る と い う よ う な ス タ ンス で書かれた答 申 です。

そ して 、 そ の 1 年後の平成 10 年に、 大学審議会答 申 と し て f21 世紀の大学像 と 今後の改革方策について 競争的重量境

の中で個性が輝 く 大学 J (21 世紀答申 ) が I甘 さ れま した。 いろいろ な こ と が提言 されていますが 、 一番のキーワ ー ド と

し て は 「談題探究能力j です。 こ の答申後、 神戸大学の 中 で も !日 教養部の先生方を中心に し て 、 今でい う FD を何回か開

催 した記憶が あ り ます。

こ の後、 問jの所か ら と んで も ない嵐がやっ て き ま した。 それは平成 13 年 6 月 の 「逮rl1プ ラ ン (国立大学の構造改革) J 

です。 行財政改革の一環 と し て 、 国立大学も姿を変える べ し と い う よ う な圧力が加わ り ま して 、 平成 13 年 6 月 に突然と

い う よ う に言われていますが、 当時の遠山文部大臣が遠山プラ ンを公表 し て三つの方向性を吊 し ま した。

ムつは、 国立大学の再編 ・ 統合 を 図 る 。 二つは、 民間的発想の経営手法 (国立大学法人への移行) 。 三つ 目 は、 第三者

評価に よ る競争原理の導入 { ト ッ プ 30 大学)。 こ の よ う な構想を大臣 自 ら 、 あ る 意味、 国立大学を守る と い う 意味で先手

を取って、 こ う い う プラ ンが公表 されま した。

神戸大学な り 私の方に戻 っ てみ る と 、 平成 13 年 2 月 に 、 それまでの西塚学長 か ら 野上智行、 当 時の発達科学部長に学
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長が代わ られま した。

今まで どお 型 大学教育研究セ ン タ }は、 平穏な 日 々 を過 ご していた と こ ろ で した。 遠山プラ ン と 相前後 して、 学長が、

ち ょ っ と 会いたい と い う こ と で、 セ ンタ ー長室に呼ばれま し て 、 学長補佐にな っ て く れ と い う 話が あ り ま した。

他の主要な国立大学も そ う ですが、 当 時のマネジメ ン ト 体制 と い う のは、 学長に対 して雇i学長が 2 人だけなのです。 今

は神戸大は理事の枠は 自 名 ぐ ら い あ る のですが、 当 時は学長を補佐する体制 と して は雇IJ学長 2 名 と い う こ と で、 国立大学

を め ぐ る 情勢が急変 している 中で、 副学長 2 人では学長の仕事を支え き れな い と い う こ と で、 ど う い う わけか私に学長補

佐になれと い う 昔話が あ り ま した。

当時は、 法学部の浦部先生 と 保健学科の石)11先生が静j学長で、 学長補佐は、 私の他1:: 2 名 お られた と 思います。 ですか

ら 、 学長、 劇学長補佐の計 E 人でいろいろ な こ と を考えていた と い う こ と です。

こ の遠山プラ ンが出たおかげで、 神戸大学に ど う い う 事態が起 き た か と い う と 、 神戸商船大学 と の統合が求め られる よ

う に な っ た と い う こ と で、 そ の統合準繍委員会 と い う も の に学長補佐 と して入っ て 、 何回か深江の キ ャ ンパ ス ま で行った

早 来た り と い う こ と を しま した。

今年で退任 される石 田理事や、数年前ま で大学にお られた井上先生な どの商船大学側jのチ}ム と 神戸大学のチーム で さ

ま ざま な意見交換を行いま した。 今だか ら 言 え る と い う こ と があ る のですが、 大学問士の統合 と い う のは、 口 では簡単で

すが、 い ろ い ろ な擦 り 合わせが難 しかっ た と い う こ と を覚 えています。 特に単科大学と 神戸大学は総合大学ですので、 や

は り いろい ろ不安を感 じてい ら っ し ゃ っ た よ う で、 今でも なかなか大変だっ た な と ，思います。 ぎ り ぎ 9 ま で準備委員会を

し て両者の擦 型 合わせが続いた と い う 記憶があ り ます。

それから法人化 と い う こ と です。 こ れ も 皆 さ ん ど承知の よ う に、 も と も と 行政改革 と し て 、 様々 な特殊法人を独立行政

法人化、 エージェ ン シ}化 と い う 流れの中でi士、 最初は国立大学は対象にな っ て いなかった のですが、 国家公務員の定員

削減 と い う のが政府 の 目 標 に掲げられていま し て 、 当時の国立大学に勤務する教員 曇 職員合わせて 13 万 5000 人 ぐ らいが

定員削減の 目 標 と ぴっ た り だ と い う こ と で、 国立大学は国の組織から切 り 離す と い う よ う な こ と にな 哲 ま した。 建前と し

て は、 教育 園 研究の 自 立性を高める と い う こ と で国立大学の法人化が行われたのですが、 実際の と こ ろ は行財政改革、 国

家公務員を削減する こ と に よ っ て法人化 と い う も の が どんどん前に進んでい っ た と い う こ と にな り ます。

平成 14 年 3 月 に文部科学省の中に作 られた検討会 と い う のが あ り ま して 、 そ こ が 「新 しい 『国立大学法人J 像につい

て j と い う 緑色の表紙の報告書、 グ ロ ーンペーパー と い う の を 出 し ま した。 その中に、 目 標を ど う 作る と か、 評価を ど う

するか、人事は ど う する か、 財務は ど う する か と い う 大き な検討項 目 が掲げられていま して、神戸大学で も それに準 じて、

学内で法人化を準備する仕組が作 られま した。

先 ほ どお話 し した よ う に、 本来、 富IJ学長の方々 がそれぞれの ワ ー キ ン グの座長を される のが順当 だ と 思いますが、 I>\lJ学

長の先生が 2 人 しかいない と い う こ と で、 学長補佐の私も 法人化講備委員会、 正式な名称は忘れま したが、 そ の 中の計画

評価制度ワーキン ググループの座長老拝命 し て 、 法人化以降の計画作成や評価の在 り 方について検討した と い う こ と に な

り ます。

法人化は平成 16 年ですが、 その問、 さ ら に神戸大学の場合は、 教養部改組の後、 いろいろ な問題が起き ていま した。

例 え ば大規模ク ラ スや、 先 ほ ど訴 し た担当者の問題な どいろいろな問題が起 き てお り ま して、 野 t学長か ら 、 神戸大学の

全学教育について現状の レ ビ ュ ー を して く れ と い う こ と を下命されま し て 、 程、が一応座長になって、 あ と 大学教育研究セ

ン タ ーの専任の先生や、学内のいわゆ る 4 大学術系列か ら先生を委員に入っていただいて レ ピ ュ ーを行った と い う こ と も

法人化の準備 と 同時にやっ て お P ま した。

こ の こ ろ は 、 ま だ若かっ た か ら よ か っ た の ですが、睡眠をかな り 削っ て 、報告書の草案を書いた り した記憶が あ り ます。

今 は も う そ う い う 体力 は ご ざいませんので、 無理難題は押 し付けないでいただ き た い と 患います。

それで平成 15 年 10 月 に国立大学法人法等が国会を通って施行されて 、 こ の 同 じ月 に、 めでた く 神戸大学と 神戸商船大

学の統合を迎え る こ と に な 哲 ま した。
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平成 16 年 4 月 、 国立大学法人が発足 して、 神戸大学も 国立大学法人神戸大学 と して新た な出発を した と い う こ と に な

哲 ます。

こ の時点で、 ワ}キ ン グで評価の座長 を していたので、 評価情報室長 と い う も のを拝命 し ま した。 と い っ て も 、 ス タ ッ

プ は、 私は当然兼任で、 も う 1 人専任の助手の方だけで した。 事務の方i立、 そ の と き は企画部の補佐と係長の 2 人 ぐ ら い

付けて も ら い、 こ ぢ んま り と 評価情報室を立ち上げた k い う こ k です。

ち ょ っ と 自 慢に な る か も しれませんが、 相、は こ の と き 英語の名称を ど う す る か と い う ので、 *Office of Institution 

Research and Assessmen七' と い う 名 称 に しま した。 冗談めいて OIRA (おい ら) と 言 っ て い る の ですが、 今から思 う と 、

IR と Assessment と い う 名 称の付いたオフ ィ ス を英語で作っていた と い う こ と で、 音量も袈めて く れませんが、 今 日 の発表

を作る と き に、 そ う い えばそ う だっ た な と 思い返しま した。

も う つは、 法人化に 当 た っ て 、 先 ほ どお話 し した よ う に、 面語学長、 理事を、 神戸大の場合は統合 し ま したので、 他の

総合大学であ る京大や東大 よ り 1 1\多い理事を割 P 当 て られて、 神戸大学は 富 名 で した。 そ こ で野上学長か ら 、 ど う い う

人を呼ぶか と い う 相談があ 早 ま した。

法人化に先立つて、 これも 文部科学省か ら 、 正式な名称は覚え ていませんが、 改輩推進経費の よ う なお金を も ら っ て い

たのです。 これは国際部の事務員の方々 を中心に し て文部科学省 に 申 請 し て 2 年連続 して も ら う こ と がで き ま した。 最初

の 14 年の予算で、 ロ ン ド ン大学のイ ン ス テ ィ チ ュ ー ト ・ オプ ・ エデュ ケ } シ ョ ンで客員教授を されているマイ ケノレ ・ シ

ヤ ト ッ タ と い う 先生に神戸に来ていただき講演 していただき ま した。

なぜその方を知 る よ う に な っ たか と いいます と 、 シャ ト ッ タ 先生i立、 も と も と はイ ギ リ ス の す ォ ー ロ ッ ク 大学の事務局

長を されていま した。 パ} ト ン ・ タ ヲ ー タ 先生が畜かれた、 「起業家的な大学 (Entrepreneurial Uni versi ty) J と い う 本

の中に、 非常に成功 した大学の一例 と し て 、 ウ ォ ] ロ ッ ク 大学が紹介 されていて、 今やイ ギ ロ ス の大学の 中 で 5 本の指に

入 る く らいの大学になっている わけですが、 その立役者の 1 人だ と い う こ と が、 ク ラ ー タ 先生 と お話 し し て い る 間 に分か

つ て 、 突撃で 口 ン ド ン ま で行っ て、 ぜひ 日 本の大学が法人化する ので先生の ノ ウ ハ ワ を教えて く だ さ い と い う こ と で 、 お

招 き して講演会を していただき ま した。

それを ど う も聖子上先生が気に入 られて、 外部理事の う ちの l 人に し よ う と い う こ と で、 ま た ロ ン ド ンへ飛んで三磁のネし

で理事に な っ て く だ さ い と お願い して、 発足時の 4 月 の最初の理事会、 役員会に も来ていただき ま した。 も う 1 人は、 ロ

パー ト ・ ゼ ム ス キー と い う アメ リ カ のペンシルベニア大学で爵j学長 を さ れていた先生に も来ていただき ま した。

法人化でシャ ト ッ ク先生に来ていただいて、 非常勤ですけれど も マネジメ ン ト のア ドパイ ザー と い う 役割 を していただ

いた。 シ ャ ト ッ ク先生が求めたのは、 まずは情報を出せ と い う こ と で しだ。 例 え ば神戸大学の入学者 と い う のは、 ど こ の

県か ら 、 ど こ の高校か ら何人来てい る の だ と い う 、 それの経年的な情報を き ち ん と 出せと 言われま して、 評価情報室では

今 の よ う に、 デ}タベー ス が撃っていませんか ら 手作業で集めて き て E五cel にするわ けです。 ただ問題は、英語なのです。

日 本語では駄 目 なので、 その集めて作っ た Excel を さ ら に英語化する と い う 作業を誰も手伝っ て く れないので、 夜、はまた

夜中にごちゃ ごちゃやっ てお り ま した。

も う 一つは、 今で も あ り ますが、 神戸大学の評価の基本的な考え方や 翻ID も 、 こ の と き に事務の方や、 データベース

の専門家で あ る 情報セ ン タ ー の鳩野先生の協力を得て、 KUID (Kobe University Integrated Database) を立ち とげま し

た。 余談ですが 5 を付け る と SKUID と いっ て イ カ {す} に な る んです。 関西に来た ら 、 ち ょ っ と ひね ら な い と 生 き ていけ

ないな と 思っ て 、 先ほどの OIRA も そ う な のですが。 こ う い う の を こ の 当 時作 事 上げま した。 KUID I立、 現在 も っ と 進化を

遂げてい る と 思います。

神戸大学の評価の基本方針は基本的には今 も 変わっていな く て 、 ワーキ ングで検討 した と き に、 大学本部は個々 の部局

の評価を しない、 あ く ま で も メ タ評価で、 部局が行 う 自 己点検評価の妥当性を大学の評価委員会は磁認す る の だ と い う 基

本的な原理原則を作っ て評議会等で認めていただいた と い う こ と です。

も っ と い ろい ろ な こ と を していた と 思 う のですが、 記憶が飛んで し ま っ て いますので、 今の時点で思い出 されるのは、
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こ ん な こ と です。

法人化の後、 今度は大学審議会でlま な く て 中央教育審議会に な 哲 ま した。 こ れも 国の行財政改革の一環で さ ま ざま な審

議会がそれぞれ一本化 さ れる こ と に な り ま した。 ですから 大学審議会 も 、 中央教育審議会の中に統合 さ れて 、 大学分科会

と い う 形で新たに ス タ ー ト を切 り ま した。

平成 1 7 年 1 月 に中教審答 申 と し て 「我が国の高等の教育将来像j と い う 、 いわゆる 「将来像答申 j と い う のが 出 さ れ

ま した。 これまでの よ う な高等教育計画的な こ と はや ら 会い。 代 。 に攻策誘導 して、 緩やかに各大学が機能別に分化する

と い う よ う な こ と が一つの 目 玉で した。 それか ら 、 多分初め て と い う か、 その前の答申等でも括弧書き で番かれた のです

が、 従来は学部教育 と い う よ う に育われていたのが、 将来像答 申 で 「学士誤報J と い う 形の表現が使われま した。 それか

ら 「学士課穣J を通じて育成すべき人材像 と しては、 r21 世紀型市民J と い う 形で提宵 されています。 ただ r21 世紀型市

民j と い う のは具体的に ど う い う 人間 な の か と い う こ と については必ず し も 明確にはなっ ていなかっ た と 思います。

平成 1 7 年、 こ れは ど う い う 経緯か私は思い出せないのですが、 文部科学省の設援審議会の専門職大学院の審杏員を仰

せ付か り ま した。 そ の と き 文部科学省の若い官僚の方々 と いろ い ろ議論する機会が あ り ま して、 文部科学省の高等教育関

係のお役人の方 々 と 一種の勉強会の よ う な こ と を してお り ま した。

そ う こ う している問、 将来像答 申 を さ ら に具体的に ど う し てい く のか と い う こ と で、 文部科学者が委託事業を行 う こ と

に な り 、 その中に幾つかのテ}マ が あ り ま したが、 神戸大学で受託 した 、 「今後の 『大学像』 の在 り 方に関する調査研究J

と い う 非常に大きなテーマの中の 「教義教育j にテーマを絞って、 今後の学士課程教育における教養教育の在 り 方を調査 ・

研究 し ま した。 これについて は、大学教育研究セ ン タ ー の米谷先生、 山 内先生の他に学外か ら も何人か協力者がいま して、

海外調査も含めて調査 を し ま した。

報告書 と して、 平成 19 年の春に、 こ う い う 分厚い資料ばか り ですが報告書を作成 しま した。 そ う し た ら 文部科学省か

ら報告書の中身を説明に来い と 言われて行き ま したが、 ほ と ん ど教義教育の こ と は報告 していません。 それはなぜか と い

う と 、 特に海外へ調査に行っ た と き に 、 そ の 当 時か ら ア メ リ カやイ ギ リ スへ行く と 、 ラ ー エ ン グア ウ ト カ ム と い う 言葉が

と びかっていま した。 そ こ で、 教養教育の内容の話ではな く て、 今後の国際的な高等教育の方向性 と し て は、 イ ンプ ッ ト

か ら ア ワ ト カ ムへ移っ て い く のではない か と い う よ う な こ と を感 じま して 、 ほ と ん ど教務教育は ど う あ る べき か と い う 検

討は しませんで した。 も ち ろん、 吉 田 文 さ ん と い う 教義教育の専門家に も チームに入っ ていただいていま したので、 彼女

た ちがやっ ている教塾教育の調蜜で、 大綱化以降、 どれ ぐ ら い教義教育の比重が減っ た ・ 増 えた と い う 研究成果も入れま

したが、 義本的には学習成果の話を文部科学省でプ ロ ープ ィ ン グ し て き ま した。

それか ら も う 一つ私 自 身 と していま だ に国大協入試委員会専門委員をやっ てお り ます。 これも野上先生が国大協入試委

員会の委員長になっ た と き に 、 「おま え手伝えj と い う こ と で専門委員 を 引 き 受け、 いまだにやっ ています。 で き る だけ

入試の世界には足 を踏み入れた く ない と 思っ ていますが、 嫌だと 思 え ば，思 う ほ どそ う い う と こ ろ に 引 き 込まれてい く と い

う こ と を体験 し て き ま した。

こ の よ う な こ と をやっている う ち に平成 1 9 年 2 月 に第 4 期の中央教育審議会が発足 し ま して、 そ こ で 「大学分科会教

育 ・ 制度部会学士繰程教育の在 り 方に 関する 小委員会J と い う 非常に長い名前の委員会の末席に名 を連ねる こ と に な り ま

した。

それか ら さ ら に、 こ の小委員会の下に、 今非常に大き な課題に な っ ていますけれ ど も 、 「高大接続に関する ワ ー キ ン グ

グループj と い う のが設置されま して、 そ の ワ ーキングのIi\IJ座長を仰せ付か り ま した。 座長は、 都立大の元総長の荻上先

生で、 荻上先生 と 私 と で、 こ の ワ ーキングで 緒に仕事 を させていただき ま した。

平成 20 年 12 月 に、 こ の小委員会での議論を踏ま え て 中教審答申 と して 「学士課程教育の構築に 向けてj と い う 答 申 が

出 さ れる こ と に な 埋 ま した。 キ} ワ} ド は 「学習成果j と い う こ と で、 特に 「学 i カj と い う も の を提言 し ま した。 大綱

化以降、 学 t 課程教育の多様化が進んでいる。 当 時です と 、 学 士、 括弧の中 の分野が 580 あ る と い う こ と で、 それま では

全体の方向性と し て は多様化を政策的に進め て き た けれ ど も 、 こ の あた り にな る と 、 あ ま り に も 多様化が行き過ぎた と い
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う こ と で、 多様性 と標準性のパラ ンス が必要だ と い う こ と で、 標準性 と い う 観点、か ら 、 わが国の学 f 課程を卒業 した者に

共通に身に付 け る べ き 学習成果と して学士力 を提案 したわ けです。

こ れに 関 して は幾っか説明 します。 まず、 問 じ年の z 月 に審議経過のま と めが 出 されま した。 そ の と き は、 「学士課程

教育の再構築に向けてj と い う 審議経過のま と め の タ イ トルだっ た と 思います。

と こ ろが、 その後、 審議経過が出て、 答 申 に 向 けて議論 して い く 中で、 今で も 覚 え て お り ますけれ ど も 、 当 時の大学分

科会の臨時委員だっ た天野郁夫先生が一言 「今ま で 日 本に学士繰程教育はあっ たのかj と 。 なかったの ではないか。 だか

ら 、 な かっ た も の を再構築はおか しいだろ う と い う こ と で 「再j が取れて 「構築 に 向 けて j と い う 形に な っ た と 記協 して

お り ます。

それか ら 「学士)JJ と い う 言葉ですが、 将来像答 申 で r21 世紀型市民J と い う 形で、 学士課程教育では 21 世紀型市民

を 育成する こ と を H 指そ う と い う こ と を提言 していた のですが、 こ こ の議論の中では、 2 1 世紀型市民 と い う の は ど う い

う 人間 な のか、 ど う い う こ と を学ばなければいけないのか と い う 議論があって、 最初は 2 1 世紀型 E ベラルアーツ の よ う

な 、 r21 世紀型技芸j と い う の を学 i 課程教育で身に付け させれば と い う よ う な形で議論 していたわけです。 と こ ろが、

こ れ も いま だに記憧に 出 て き ますが、 自 由 大学の佐藤先生が 当 時か ら 委員 に入 っ て お られて、 その佐藤先生は、 技芸 と い

う 言葉は既に法律で日jの意味で使われている と い う こ と で、 jjlJの表現にすべき だ と い う こ と に な り ま した。 ちなみに、 こ

の 当 時、 こ の委員会には京大にお られた 問 中毎突先生 も入ってお られま した。 いろい ろみんなで頭をひねったのですが、

なかなかいいネ ー ミ ン グが 出 て こ なかっ たのですが、 突然 「学士カj と い う のが出て き ま した。 英語で g:raduate attribute 

と い う よ う に表現しますか ら 、 そのま ま訳せば 「学士カj と い う こ と に な る のですが、 こ の言葉を考 えたのは当時の高等

教育企磁繰長の藤原 さ ん と い う 方で、 最終的に 「学士カj で ど う だ と い う 提案 を さ れた と い う よ う に記憶 し ています。

こ の 当 時、 中教審の大学分科会を仕切っ ていた高等教育政策室長が、 非常に勉強好き で した けれ ど も 、 人使いが う ま く

て 、 こ の答 申 の文章 自 体 も 委員が手分け して書き ま した。 委員が執筆する のは多分、 それは最初で最後だろ う と 思います。

それぞれ例 え ば FD だっ た ら 国 中先生 と か、 学士カだっ た ら 私 と か吉 田 さ ん と い う 形で手分け して文章を書いて 、 それを

委員会に持ち寄って検討 した と い う こ と を覚 えています。

それか ら 高大接続テ ス ト 、 これも仮称ですけれ ど も 答 申 に入っ て き ま した。 初年次教育と い う 言葉 も 答 申 の 中で初めて

使われる な ど、 非常に記櫨に残 る 答 申 で あ り 、 個人的 に も政策的に も Aつの大き な転換だっ た と 思います。

先ほど、 委託事業で教義教育の こ と はほ と ん ど調べ も しな い し、 書き も しなかっ た と い う 話を し ま したが、 皆 さ んお読

みになったか ど う か知 り ませんが、 林哲介先生 と い う 京大の教養部出身で、 今は京都工芸繊維大学の副学長 を されている

先生が 『教養教育の思想性』 と い う 本をつい最近寄かれていま して、 これを読んでい き ます と 、 ど う も こ の あ た 明 か ら 、

中教審の答 申 の 中 に は 「教養J な ど と 言 わ な く な っ て き てい る と 指摘 さ れ、 思想がない と か非常に辛練な批判 を されてい

ます。 その批判の う ち の 100 分の l ぐ らいは私に責任あるかな と 思っ て 反省 してお り ます。

なぜ 「教義j を外 し た か と い う と 、 教養 と I;J:{IロJか と 言い 出す と 、 宵家争鳴で、 一人一人それぞれ教義 と は何ぞや と い う

こ と に な っ て収拾が付かな く な る のです。 だから、 そ う い う こ と も あ っ て 、 出 口 の と こ ろ で、 4 年間 で ど う い う こ と を身

に付けるべき か と い う 形に議論を変えていっ た と い う こ と も背景には あ り ます。 教義 と い う と 歴史が必要だ。 では歴史は

東洋史な の か 日 本史なのか。 いろい ろ な こ と で、 神々 の戦いが起き る。 そ う い う 混乱を避ける と い う 戦術的な意図 も あ っ

て 、 「教義教育 と い う のは重要だJ と い う こ と ぐ ら い しか言いませんで した。

次の第 5 期 中央教育審議会が平成 21 年 2 月 に発足 しま したα 委員は 2 年ずつ交代 しています。 こ の と き は大学分科会

の専門委員を仰せ付か 型 ま した。 こ の と き の高等教育局長は徳永 さ んで した。 徳永 さ ん と は、 ど う い う わ けか縁が あ り ま

して、 今筑波大学の教授 を さ れていますが、 過去 1 年 ぐ ら い徳永先生の大学評価のプロ ジェ タ ト に A絡させていただいて

いますが、 も のす ご く 戦織を広げた諮問が 出 さ れま した。 「中長期的な大学教育の在 り 方についてJ と い う 、 財政か ら組

織の在 り 方か ら指導者の在 明 方か ら 、 あ ら ゆ る 日 本の高等教育の在 り 方を見直すと い う 、 も のす ご く 戦線が広がった形で

の諮問がな されて、 大学分科会の 中 に も非常にた く さ んのワ}キ ンググノレープ、 作業部会が作 られま した。 私 自 身は、 部
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会 と しては、 質保証システ ム部会に所属 していま して、 こ の と き議論に な っ た のは、 公的な質保証シス テ ム を ど う 作 る か

を検討し、 設置基準、 設質審査、 そ して認証評価 と い う 三つの組み合わせで 日 本の高等教育の公的な質保証システム と し

て あ る のだ と い う こ と を議論 しま した。

それか ら 質保証のー援 と して教育情報の公表 と い う こ と も 法改定 して、 ま た学校教育法施行規則 ・ ー . /: い う 非常に長

い法律改Eで教育情報の公表が義務化 さ れま した。 それか ら キ ャ ロ ア教育の義務化です。 大学において も キ ャ D ア教育を

や り な さ い。 これも正式には社会的、 職業的 自 立に向けての支援を義務 と しま した。 こ の よ う な こ と を質保証システム部

会の中で議論 しま した。

同時に大学院部会の方で専門職大学院 の ワ ー キ ン グに も 属 して、 こ こ で も先ほ どの荻上先生が座長で、 幾つかの専門職

大学院の現場に見にいっ て 、 こ の仕事も なかなか街 白 かっ た覚 えが あ り ます。

「中長期的な大学教育の在 り 方について j でい ろ い ろ な ワ ー キ ン グや作業部会がで き た と い う こ と をお話 し しま したが、

その中で、 学習成果の こ と をやっ ていた も のですか ら 、 いわゆる OECD が始めた 「必盟:LOJ と い う プロ ジェ タ ト が あ り ますロ

高等教育の成果をいかに測定する か と い う 、 いわゆる PISA の よ う に、 共通のテス ト に よ っ て 大学教育の成果、 学生の学

力 を測定する と い う プロ ジェ タ ト を OECD が始めたわけです。 それの国内の検討グノレ}プ と して rAllELOJ の ワ ーキンググ

ノレープ と い う のが作 られ、 そ こ に私 も 入 ち ま した。

そ の と き の議論者覚えていますが、 皆 さ ん も ご承知の よ う に、 幾つかの分野 (ス ト ラ ン め が あ り ま して 、 一つはジェ

ネ リ ッ タ な ス キルですa 分野を越えて共通に必要な能力 を ど う やっ てテ ス ト に よ っ て測定す る か。 それか ら 分野百! と い う

こ と で、 経済学 と 工学の分野が あ り ま す。 日 本l立、 ど こ の ス ト ラ ン ドに入るべ き か と い う こ と を、 こ の ワ ー キ ン グで議論

しま した。 板、や関西国際大学の演名 さ んは、 絶対ジェネ ロ ッ ク だ と い う よ う に主張したのですが、 も し 日 本の大学生がジ

ェ ネ リ ッ タ でテス ト を受けて、 と んで も ない成綾を取っ た ら 国の恥だ と い う よ う な ど意見をおっ しゃ る 方 も お られま して、

結局、 国際的に見て も 、 かな り レベノレが高いのではないか と い う 工学分野で 日 本は参加する と い う 形に落ち着き ま した。

こ の 当時、 ア メ リ カ の企業が開発 した CLA (College Learning Assess蹄nt) を使っ て ジ ェ ネ ロ ッ ク機能を測定 し よ う

と い う こ と に な っ て いたわけですが、 夕 日 テ イ カノレシンキ ングやラ イ テ ィ ングのカをテス ト に よ っ て測定する。 それを 日

本の大学生は本当 にでき る だ ろ う か と い う 心配性の方が偉い方々 の 中 にお られま して、結局は、 工学の分野に な り ま した。

工学の分野に 日 本は参加する と い う こ と で、 足掛け 3 年か 4 年 ぐ ら い、 OEω のプ ロ ジェ ク ト が動いてお り ま した。

こ の テ ス ト に 日 本か ら どの大学が参加 してい る か と い う のは言っ てはいけない と 言われている のですが、残念ながら神戸

大学は含まれませんでした。 日 本の工学部が 12 大学参加 してお り ます。 ア ィ ージ ピ リ テ ィ ス タ ディ と して、 本当にテス

ト で測定で き る の か と い う プロ ジェ ク ト をやっていま して、 一昨年、 昨年と 日 本の 12 大学から学生が参加 して工学分野

のテス ト を しています。

テ ス ト 問題作成に あ た っ て 、 日 本の学生が得意な と こ ろ も 押 し込 も う と い う こ と で、 計算問題や多紋選択問題 も 日 本側

か ら提案 し て 、 それは入れて も ら っ たのですが、 外国の提案と して、 そ う い う も のではな く て 、 考え させる も の 、 図表や

図面を見て、 そ こ か ら い ろ い ろ な課題を解いてい く と い う 問題解決型の課題が試験の 中に半分入っ て く る と い う こ と で、

日 本の学生はそ う い う のは普手 と い う こ と も 分か 号 ま した。

つい先だって、 フ ィ ージ ピ リ テ イ コミ タ ディ も よ う や く 報告書が出 されま した。 今、 OECD の 「紙面LOJ と い う と こ ろ を キ

ー ワ ー ドに して検索 し て も ら う と 、 ボ リ ュ ーム 1 と ボ リ ュ ーム 2 の報告書が PDF データ で出ていま す。 その中の ボ リ ュ ー

ム 1 の最後に一つだけ工学分野の実際の問題が出てお 里 ます。 それを見ていただ く と 、 聖書す る に、 日 本の知識偏重型の教

育では解ける学生はなかなかいないだろ う な と い う 問題になっ てお 埋 ます。 興味あ る方l立、 ぜひご覧になっていただけれ

ば と 思います。

途中、 リ ーマ ン シ ョ ッ タ も あ り ま して 、 OECD もお金がない と い う こ と で、 ど う する か と 一時期絶滅の危機に瀕したの

ですが、 ア メ 日 カ のノレ ミ ナ ・ フ ァ ンデ}シ ョ ンな ど裕福な財団が文援 して く れて 、 何 と か フ ィ ージ ピ リ テ ィ ス タ ディ を終

わ り ま した。 こ の先、 ど う な る か。 本格的 に PISA の よ う に、 あ る い は成入学力テ ス ト の PIMC の よ う に本格的に大学生
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を対象と した国際学カテス ト を行 う か、 行わない と い う のは、 4 月 か 5 月 に OECD で開催 される政策委員会 と い う 一番大

き な上の委員会で今回の ア ィ ージ ピ リ テ ィ ス タディ の結果を見て 、 決断がなされる と 開いてお 9 ます。

こ のプ ロ ジェ ク ト を通 じて 工学の先生 と付き合 う と い う 貴重な体験を しま し て 、 私 と しては、 いろいろ学ぶ と こ ろが あ

号 ま した。 工学部の先生は、 す ご く 教育熱心だな と 感 じま した。 どの大学の委員の方 も そ う い う 印象 で し た。

平成 22 年 4 月 に神戸大学は、 も と も と 大学教育推進機構はあった のですが、 さ ら に共通教育、 学士課程教育、 大学院

教育も含めて、 一種の教育の司令塔的な組織 と して、 新たに教育担当理事 と して着任 した田 中先生の ご発案で、 新 しい大

学教育推進機構が発足 しま した。

その中で、 全学共通教育部 と 大学教育推進部と 大学教育支援研究推進容 と い う 三つめ組織が作 られま して、 われわれは

研究推進璽のメ ンパーですが 、 3 名 の教員の う ち 2 人が大学教育推進部の創部長を拝命 し ま した。 大学教育推進部は、 実

際には人は誰も いません。 日 中機構長が部長で、 われわれ教員 2 人が副部長と い う こ と です。 それぞれの副部長が全学教

務委員会の委員長 と 全学評価 ・ FD 委員会の委員長を拝命する と い う こ と で、 私は全学評価 . FD 委員会委員長 と い う 織 を

拝命 してお り ます。

た ま に ど こかの大学に、 大学教育推進国i部長 と してお招 き い た だ く のですが、 イ可かぴん と き ません。

平成 23 年 2 月 に、 第 6 期の中央教育審議会が発足 しま し て 、 こ の と き は大学分科会の臨時委員を仰せ付か つ て 、 大学

教育部会と 大学院部会、 それか ら 、 ど う い う わけか少 した っ て か ら初中局の方か ら 電話が来て 、 「先生、 大学分科会の臨

時委員に な っ た ら 、 そのまま何も手続き は要 り ませんか ら 、 初中分科会の臨時委員にな っ て く だ さ いa 教育課程部会に入

っ て く だ さ いj と 言 われま した。 既に こ の と き 新 しい学習指導要領が教育課程部会で も検討 した後だったので、 教育課程

部会は何もする こ と はないだろ う と い う よ う に踏みま して、 「いいですよ j と い う よ う に軽 く 返事を しま した ら 、 その後、

去年の 1 月 か 2 月 ごろに、 今度は 「高等学校教育部会と い う のを立ち Hずまずか ら 、 その委員 に な っ て く だ さ いJ と い う

形で、 2 年間 を務めてま い 哲 ま した。

こ の 中 で 中教審か ら ど う い う 答申 が 出 されたか と い う と 、 改正につなが る 細かな設置基準はある のですが、 一番大き な

も の は 、 昨年 昌 月 に 出 た 、 「新たな未来 を築 く た め の大学教育の質的転換に向けて~生誕学び続け、 主体的に考え る)J を

育成する 大学へ�J と い う 答 申 です。 これは先ほどお話 し した 、 「中長期的な大学教育の在 り 方J の諮問以降、 大学院を

除いて、 答 申 ら しい答申 はほ と ん ど中教審 か ら 出ていなかった。 戦線を広げすぎて し ま っ て、 いかに収束する か と い う の

に大学分科会は非常に苦労 し てお り ま して、 諮問に対 して答申ができ て い る か ど う か危ぶまれていま した。 こ の諮問に対

して一つの答 申 が 出 ま したが、 それに応えた内容にな っ てい る か と い う のは、 私ははなはだ疑問だ と 思 う のですが、 も っ

と 学生 の 自 主的な学習時間を増やせ と い う よ う な非常に分か り やすい形の答 申 が 出 さ れたわけです。

これを受けて 、 多分第 7 期 も検討が続 く と 患います。 普通は諮問が出た ら 、 それに対する答申 と い う 形で一応最初 と 終

わ り があ る のですが、 ど う も そ の辺がはっ き 哲 しな い と い う よ う に私 自 身は感 じ ています。

一応、 ごたごた と 草刈告な こ と も含めてお話 し して き ま したが、 こ こ か ら少 しだけ、 皆 さ んのお考 え をお聞き したい と 思

います。 今か ら 、 も う I 枚迫力日の資料をお配 。 します。

最近よ く 開 く ア ク テ ィ プ ・ ラ]エン グ と い う 言葉があ り ま して 、 ただ座っ て い る だ け だ と 何 も学ばない と い う こ と が あ

り ますので、 参加の時聞に入 り たい と 思っ ています。

皆 さ んにお聞き したいのは、 日 本の大学は変わっ たのかu 大事時化か ら 20 年以上たつわけですo その後、 いろいろ答申

が 出 さ れて き ま した白

ち ょ っ と 読んでいた だ き た い と 思います。 下線部i立、 私が引いた と こ ろ です。 それか ら最後の括弧は、 先ほ どの長い覚

え られない答 申 の 中で出て く る キ ー ワ ー ドの説明です。

例 え ば (3) r学 土の学伎を授与する学 l 課程教育の観点か ら 、 学部教育の質やその被保を ど う する のか。 学位を授与す

る 学 f 課程なのかJ。 これはいわゆ る 学位プロ グ ラ ム の こ と です。

(4) rそれぞれの学部 に どの よ う な学生を受け入れる のかJ。 入学者受入れ方針。 ア ド ミ ッ シ ョ ンポ リ シーです。
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(5) rカ ロ キ ュ ラ ム を編成す る に あ た っ て は、 教 え る側の視点だけでな く 学生の視点に立っ た改革が求め られている。

そのためには、 全学的に、 あるいは学部 ・ 学科 ご と に組織的に検討する こ と が必要であ る が 、 そのため の体制の擁立はま

だ不十分であ る ん こ れは学生中心に考 え な ければいけない、 ま た組織的な教育が必要だ と い う こ と です。

(7) r学生の主体的な学習を 引 き 出す工夫が不足 しているん 主体的な学びが足 り な い と い う こ と です。

(8) はシラパ兄です。 「学生に履修科 目選択のた め に情報を提供する と い う 授業科 目 一覧の役割 と 、 学生の教室外にお

け る 宣告備学習等について指示を 与 え る と い う 二つの役割がある が 、 シ ラ パス本来が果たすべき 後者の役割を十分果たすも

の と な っ ていないん 授業計画の充実 と い う こ と です。

{宮) は、 今回の答申の 中心ですが r1 単.{\l:は教窒外の学習 も含めた標準 45 時間の学習を要する教育内容 を も っ て構成

する と い う 設置基準改正の趣旨が徹底せず、 教室外の学生の学習 を磯叙す る 工夫が不足 している。 こ れ と 関連 して 、 学生

の履修科 目 の過剰登録の問題も指摘 されているん 単位制度の実質化やキ ャ ッ プ制の こ と です。

(10) r学生の成績評価の基準i士、 依然 と し て担当教員の主観的な判断に任 されてい る な ど課題が多い。 学部教育の質

の確保や学生の質の確保が社会な ど か ら厳 し く 求め られてお り 、 学習成果の評価について一層の検討が必要であるん こ

れは学習成果のアセ ス メ ン ト の こ と です。

(lI) r 日 本の大学教員 には、 教育活動は学聞の 自 由 の意識に支え られて、 圧倒的に{個人的な内容を持ち 、 ま た 、 研究

活動を重視 し、 教育への意欲が少ない と 批判 さ れてい る ん 問 の霊要性の指摘です。

それか ら (12) rカ ロ キ ュ ラ ムや教育み訟の改善は、 個 々 の教員の工夫に任 され、 あ る いはその 自 由 に委ねられ、 組織

と して責任を持つ と い う 意識が十分ではなかったん こ れは全学的な教育マネ ジ メ ン ト が重要だ と い う こ と が今回の答申

で言われています。

こ う い う 課題があって、 それを解決す る には ど う い う こ と をすればいいのですか と い う 提言が裏です。

(1) r体系的なカ リ キ ュ ラ ムの編成については、 各大学において、 その理念 ・ 目 的 を踏ま え (大綱化の趣旨) 、 当該大

学事業の要件 と して、 学生が どの よ う な知識お よ び能力を習得する こ と を求める のかを明確に し、 そのためには、 ど の よ

う な授業科 目 を開設 し、 3命 日 キ ュ ラ ム を組むべき か と い う 観点か ら具体的な検討を行 う 必要があるん こ れは学作授与の

方針、 教育課蒋編成、 いわゆる DP • CP が必要であ る と い う こ と です。

(2) r学習効果を高 め る ためには、 少人数 ・ 双方向 の教育少人数 ・ 双方向の教育、 実験 ・ 実習、 フ ィ ーノレ ド ワ ー 夕 、 デ

ィ ベー ト な どの工夫が必要であ る ん これはア ク テ ィ プ ・ 7 ーニ ン グの重要性の指摘です。

(3) rシラパスは、 科 目 選択のため よ り も 、 履修する個々 の授業科 目 について詳絡な授業計画を示す と と も に学生の教

蜜外の準繍学習等について指示を与え る と い う 役割が重要で、 こ の よ う な シラ パ ス は、 個 々 の教員が、 空わ唆業科 目 を履修

する学生に対 して配布する も の であ り 、 全科 目 同 じ形式である必要はないJ o シラパス の充実。

(4) セ メ ス タ }制です。 大綱化に よ っ て 、 それまで通年 4 単位の科 目 安 2 単位に分ける と い う こ と を さ れた大学が多

い と 思 う のですが、 本学 も そ う だ と 思いますが、 r2 単位科 目 を増やすこ と に よ り 選択の幅を広げる と い う よ 哲 も 、 む し

ろ、 l セ メ ス タ ー と い う 短期間に少数の科 目 を集中 して履修 し、 学習効果を高める点に意義が あ る 。 そのため、 2 単位科

目 だけ で な く 、 1 セ メ ス タ ーで完結する 4 単位科 目 あ る いは 3 単位科 目 を開設す る な どの工夫が必要であ る。 2 学期制以

外に も 、 3 学期制や 3 学期制 と 夏学期を合わせた タ オ] タ ー嗣j な ど、 各大学の事情に応 じて学習効果を高め る た め学期制

度の導入が望ま しいん これは柔軟なアカデ ミ ッ ク ， カ レ ンダーの こ と です。

次は単&市jですα (5) r1 単伶i士、 教室外の学習 を含めた標準 45 時間の学習を要する教育内容 を も っ て構成されている

設置基準の趣旨に鑑み、 授業に 当 たっ ては、 学生が事前 ・ 事援に教室外において相 当 時間分学習 を行 う よ う に指導上工夫

をする こ と は、 教員の責任であ る。 同時に、 履修科目 の登録に際 し て は、 標準 45 時間の学習を要する と い う 単位制の趣

旨に鑑み、 履修科 目 が過度に多 く な ら ない よ う 学期 ご と に登録単位数の上限を設け る な どj 、 これは要するに 「単位制の

実質化、 事前の準備イ受業の受講一事後の展開J と い う こ と の今回の答申 の提案です。

{自) r学習成果の評価!;: 当 た っ ては、 教育理念や 目 擦 を踏 ま え て厳格に学習成果を評価 し単位を認定する こ と や、 複数
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の教員に よ り あ ら か じ め評価基準を協議 し、 単位認定に際 しての客観性を確保する な ど、 一層の責任が求め られるん こ

れは今回の答申ではアセ ス メ ン ト ・ ポ 担 シーやノレープ ロ ッ ク を活用 し な さ い と い う こ と です。

こ の文章はいつ ごろ出た と 思いますか。 いつ出た文章か、 わ ざ と 奮いで あ り ません。 要する に 、 明 ら かに 昨年 8 月 の答

申 ではないですね。 jjlJに記憶力 を測る資問ではないですけれ ど、 ど う ですか。 実はこ の文章は ど こ か ら 持っ て き たか と い

う と 、 平成 9 年 12 月 の大学審議会 「高等教育一層 の改善についてj と い う と こ ろか ら 抜き 出 して き た も のです。 つま り 、

今から十数年前に番かれた答申 に昨年出たばか り の答申 と 嗣 じ よ う な こ と が書かれています。 これは問題だ、 その問題解

決には、 こ う し な さ い と 。 私たちの大学は 15 年間何を し て き たので し ょ う 均九 同 じ こ と を お 年前に言われて、 ま た 15

年後に も 同 じ よ う な こ と を指摘されていますα なぜ 15 年前 も 今 も 同 じ課題が指摘 されるのか と い う こ と をみんなで考え

てみたいかな と 思っ ています。

そ こ で、 日 本の大学は変わったのか。 イ エス と 。 閉 じ こ と を 中教審答申 は言っ て い る わ け です。 変わっていない。 皆 さ

ん方は ど う 恩われるかロ まず、 日 本の大学は、 そんな こ と ない、 中教審の認識は間違っ ている。 日 本の大学、 あ る いは大

学教育は良 く な っ て い る 。 イ エス と 恩われる方は、 手を挙げていただけますか。 ど う で し ょ う か。

では、 変わっていない と 恩われる方、 ノ ー と い う 方は、 ど う ですか。

変わっ た と 言 え る のか。 それと も 変わ っ ていないのか。 他に、 では、 イ エス 、 ノ ー以外の第三の未知の答えがあ る方は、

あ り ますか。

「 日 本のJ 1:: 言 う と 、 なかなか答 え ら れない。 だか ら 自 分の大学でも いいです。 神戸大学は変わったか。 手を下に下げ

ていま したね。 いかがですか。 ど う ですか。 イ エスかノ ーか。 あ る いは、 イ エ ス で も あ り 、 ノ ーで も あ る と 思 う か。 イ エ

ス 、 ノ ーーだ と 答え られ栓いかも しれない。 「何か変わったなj と 思われる こ と はあ り ま すか。 私のよ う にー十何年も大学

に勤めてい る人間だ と 、 自 分が年取っ た こ と だけは確かに変わっている のですけれど、 それ以外に、 あ と キ ャ ンパ只 も き

れいに な り ま した。 はい、 A さ ん。

参加者 A : 先ほ ど先生がおっ し ゃ っ てい ま した、 大学教育推進機構の組織が で き た と い う のは非常に大き な変化だったか

な と 思 う わけです。 2 年前、 それを展開 して、 さ ら に変わっ て き たわけですが、 そ こ は私が知 っ て い る神戸大学の中では

変化だと 思います。 ただ、 先生のお考え も 鱒 き たい と こ ろ は あ る のですけれど、 よ ろ しいですかα こ の機構 と い う は、 E

課教育だけ の こ と を対象に した機構な の ですか。 大学教育 と い う のは、 入 号 口 か ら 出 口 ま で と い う 視点が必要なわけです

が 、 その一部 しか大学教育推進機構 と い う のは所掌 していない。 ち ょ っ と いびつな感 じが します。 さ ら に 、 これは展開す

ればいい と 私は思 う のですけれど、 そのあた 号 、 ) 1 [嶋先生のお考えを聞かせていただければ。

) 1 1 鳴 : あ り が と う ご ざいます。 大学教育推進機構なので、 ど う し て も 正課教育が対象に な る 。 他の大学では、 例え ば教育

学生支援機構 と い う 名前が付いている場合 も あ り ます。 おっ し ゃ る と お り 、 私 自 身 も入 型 口 か ら 出 口 ま で一本で面倒j を 見

る組織が必要だ ろ う と 思 う のです。 つま ら な い話ですけれ ど も 、 神戸大学は理事が多すぎる のではないですか。 ア メ リ カ

の大学の よ う に筆頭副学長 と い う 形で全部マネ ジ メ ン ト す る プ 口 ポス ト 的な イ メ ージのポR ト が必要です。

実は昨 日 大塚先生 と ご一 緒 して 、 大学言手術 盃 学位授与機構で ワ ーク シ ョ ッ プがあっ たのですが、 そ こ で広島大学の教育

改革担当副理事の古湾先生が広島大学のハイ プ ロ スベク ト の話を されま した。 そ の と き最初に出 さ れた組織図 は同 じで、

教育担当の坂越先生 と 学生担当の理事で、事務組織 と の 関係 と か委員会 と の関係な どの線が ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ なのです。私は、

A さ んがおっ し ゃ る よ う に、 入 ワ 口 か ら 出 口 ま で 質 して 面倒jを 見 る組織があ っ た方がいいのではないかな と 患います。

広島大学は、 組織上は、 そ う な っ ていますが、 学士課程教育をマネジメ ン ト する組織を今度新たに作 る よ う な こ と をお話

し さ れてお り ま した。 今でも学 i 課程会議 と い う の が あ る の ですが、 も う 少 し7ヰジメ ン ト を しっ か り で き る よ う に組織

が作 られた らいい。 A さ んの意見には全 く 反対は しません。 で も 、 われわれが こ う い う と こ ろで言っ て も 、 それを誰が ど

う する か と い う のは、 上の世界の昔話な の で ・ ・ ~
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お聞き したいのは、 それで変わっ た と い う こ と なのですが、 良い方に変わったか。 変 わ る と い う のは、 いい方に変わる

と い う の と 惑い方に変わ る と い う の が あ る のですが、 いかがで し ょ う か。

A それは当然、 良い方に変わっ て き てい る と 思います。

) 1 1 嶋 ， 具体的 に は ?

A : 学士課蒋も 大学院課税も 、 教育担当者が全学集ま っ て議論する揚が一切なかったのです。 当然、 教育研究評議会 と い

う 場は あ る わけですが、 も っ と 実務的な と こ ろの議論する揚が以前はなかっ た わけです。 そ う い う 揚が で き た と い う こ と

で、 これは非常に進んでいる のではないかな と い う 感 じです。

) 1 1 鳩 ' あ り が と う ご ざいます。 他の方はいかがですか。 別に神戸大学だけではな く て、 他の大学か ら も 来 られているので、

自 分の大学で こ の よ う に変わ っ てき た と こ ろ が あ る と い う こ と と か、 全然こ の辺は変わっ ていないな と い う と こ ろがあれ

ば、 ぜひご紹介いただき た い と 思いますが、 いかがですか。 はい。

参加者 B : 神戸大学の職員を し てお り ます B と 申 します。 私は神戸大学学部で学びま したので、 そ の と き の感想みたいな

こ と で も よ ろ しいですかね。 入学が平成 7 年で したので、 20 年ほどにな り ますが、 そ の こ ろは大学に来ない子は全然来

ない し、 勉強も し主主い。 で も 、 やる子は、 も っ と や っ て いた よ う 怠気がす る のです。 要i士、 底 上げされたけれ ど も 、 い ろ

いろカ リ キ ュ ラ ム は整 え られま したが、 その枠内に在 っ て し ま っ て 、 との方も下がっ て く る と 言 う と 変ですけれど、 何か

も のす ごい こ と をやる よ う な学生 さ ん も 少 な く な っ て い る のではないか と い う 気 も します。 職員 と して 、 神戸大学学部で

学んで大学院を出た方の教員採用 の手続き も します。 す ご く 若い先生は優秀で、事務 の こ と も き ち ん と されますが 、 で も 、

こ の 分野の大家の先生の よ う な、 も のす ごい先生 が こ の 中か ら 出て く る のかな と い う よ う な印象を受けていますα

) 1 1  i島 ど う すればいいですか。

B 目 それをずっ と 悩んで、 こ う い う と こ ろ に も 来たのですけれ ど も 。 も う 少 し考 え ます。

} I凶暴 : 多分、 神戸大だけではな く て 、 よ く 言われる こ と ですが、 競争原理の重複に よ り 、 ど う し て も成集が見えやすい研

究に取 り 掛 かつ て し ま っ て 、 じ っ く り 腰を落ち着けて研究に取 り 組む と い う のが しづ ら い時代 に な っ ている と か、 あ る い

は、 若い大学院生やポス ドク です と 、 業績主義で、 何本論文を書いた、 どの学会で発表 したか と い う こ と で、 そ う い う と

こ ろ に 目 が行っ て しま っ て 、 萎縮 し て し ま っ て い る か も しれない。

こ れに 関 して言 う と 、 最近布、はものすごく 驚いたのは、 あ る 大学の ド ク タ ーを修了 した学生 だ と 思いますが 、 その人の

履歴書に学生支援機構の奨学金免除に な り ま した と い う のが業績の中に書い て あ る のです。 こ こ ま で来たかと。 そ こ ま で

自 分 と 他者 と の差を示 さ な い と 、 なかなかアカデ ミ ーポス ト に就けないの か と 。 私はその人の履歴書を見た と き に、 ど こ

に 向 か う のだ ろ う と 、 も のす ご く びっ く り し ま した。 確かに成績優秀な学生でな い と 今は奨学金の返済免除 して も ら え な

い と い う こ と は分かっ て い る のですが、 それを履歴書に業績 と し て 書 く と い う と こ ろ は、 私は首をか しげま した。

ち ょ っ と 脱線 しま したが、 他の方、 いかがですか。 変わっ た と 思 う 。 良 く な っ た 、 悪 く な っ た、 変わっ ていない。

参加者 C : 1変わったか変わっ ていないか と い う よ 号 は、 神戸大学は リ サ}チ大学で、 教育の宙では研究 と教育と 両方やっ

ていかなければいけない と 思 う のですが、 やは 哲 研究は研究でや ら な ければいけない。 教育だけやっ て い っ て評価 される
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仕組がないのかな と 患っ た のですが。

} I I鳴 ・ 教育評価が必要 だ と い う こ と ですか。 教育で評価 される。

む 教育で評価する仕組み と い う のが。

} I I嶋 ・ 非常に重い繰越であ り ま して、 カ久課長 も お られますが、 中期 目 標 ・ 中期計蘭に、 「教員の教育評価に基づ く 資源

配分を検討 して 、 そ の枠組みを作る J と い う のが あ 埋 ま して 、 それを今私が委員長をやっ ています全学評価 回 m 委員会

で考え ろ と い う こ と を仰せ付かっ ていま して、 非常に頭を悩ま しています。 最終的に は も っ と 上の方で評価や資諒配分を

考 えていただかなければいけないのですが、 これは昨 日 の広島大学の古棒先生 も お っ し ゃ っ ていま したが、 研究は審! と 客

観的に評価 しやすいのだけれ ど、 教育についてはなかなか評鋪 し に く い中で、 教育評価を考えな ければいけないc

こ れ も ま た神戸大でやれ と い う わけではないのですが、 実施 し た ら大変だ と 思 う のですが、 広島大学では FD 全員参加

義務 と する方向だそ う です。 広島大は非常に進んでいま して、 教員 ・ 職員は IC チ ッ プの入っ た職員証を持っているので

す。 問 と か こ う い う 会に行き ます と 、 入 り 口 に IC侃4 と か SUICA の改札の よ う に ロ ーダーが置い て あ る の です。 FD に参

加する と き に入 り 口 で タ ッチする と 、 それが中央のデー タ ベ} ス に入って、 一人一人の教育熱績の と こ ろに記録と して残

る と い う シ ス テ ム に な っ て い る わけです。 それでも強制力 がないので、 全員 FD に参加す る こ と を義務化するロ あ るいは、

参加す る だけではな く て例 え ば ぬ の講演者に な る と かブ ア シ リ テ ー タ ーに な る と か、 いろいろ な形で教育に どれだけ貢

献 して い る か と い う こ と を測定して、 研究だけではな く て教育面におけ る成果を き ち ん と 把握 して、 それに基づいて リ ワ

} ドする と い う よ う な こ と を考 え てい る けれ ど も 、 猛反対を受けてい る と い う よ う な話をお伺い し ま した。

これは 日 本の大学だけではな く てア メ ロ カ の大学で も 教育評価 と い う のは非常に難 し く て 、 何年か前にハーパー ド大学

の先生に聞いた ら 、 ハーパー ド大学 と い う のは、 言 う ま で も な く 世界で 1 位、 2 位の大学なのです。 で も 、 そ う い う 大学

で も 、 例 え ばプ ロ モ ー シ ョ ンですね、 ア シ只 9 ン ト か ら ア ソ シエー ト 、 ア ソ シエー ト か ら ブノレプロ ブ ェ ッサにな る と き は、

あ る 程度教育の商で評価が高 く ない と プ ロ モーシ ョ ン さ れないq ただ教育だけで評価が高 く て も昇進でき な い。 教育を き

ち ん と す る のは昇進のた めの最低条件、 必要条件。 それプラ ス 、 十分条件 と して、 それぞれの分野の研究業績が どれだけ

あ る か。 教育を き ち ん と や る の は 当 た 哲 前、 前提、 必要条件です。 そ う い う 考 えに基づいてハーパー ド大学では プ ロ モー

シ ョ ンを している と い う こ と です。

そのあた り 、 神戸大学も含めて、 そ う い う と こ ろ ま で き ち ん と 明確に方針を定めていない と い う のが問題であ る と い う

こ と ですが、 それを言 う と 、 私の委員会に跳ね返っ て く る ので、 あ ま り 言いた く はあ 静 ませんけれ ども。

A : 今の先生の と こ ろ に関係するのですが、 後 か ら 配っ ていただいたペーパーの表面の {め の学位プ ロ グラ ム です。 先ほ

ど、 ど こ が変わった、 変わっていなし、かと い う と こ ろで、 機構ができ た こ と で変わった点在 言いま したが、 学位プ ロ グラ

ム と い う 観点では、 神戸大学は全 く 変わ っ て いえEい。 こ の視点が全 く 抜けている のではないか。 それが教育の評価の仕方

に も影響 し て く る のではないか。 学位を授 け る た め のプ ロ グラ ム と い う 観点在神戸大学 と して は、 ぜひ取 り 入れる必要が

あ る と 思います。

} I I嶋 中教審で も 、 宇佐プ ロ グラ ム に基づいた教育の在 り 方に変えなければいけない と い う よ う に は、 こ こ何年か、 私が

関わっ て い る 中 で も言われているのですが、 ではさì"Î立プ ロ グラ ム と はイ可だ ろ う と 。 実際今の設置基準でそれができ る のか

ど う か。 い ろ い ろ な課題があ っ て 、 今度新 し く 始ま る 第 7 期の 中教審では、 多分そのあ た り も検討されるのだろ う と 患い

ます。

これについては、 昨 日 の り } タ シ ョ ッ プの経験をお話 し させていただき ま す と 、 大学評価 ・ 学位授与機構の 中 の研究グ



－ 104 －

大学教育研究

ノレープが内部質保証システムについてのガイ ド ラ イ ンを検討 していま し て 、 その最終的な報告書が出来上がっ たので、 そ

れを主主に し て昨 日 の ワ ー ク シ ョ y プが あ り ま した。 私 も その研究会の一員で、 大塚先生 も そ う です。 今の認証評価は機関

別認証評価ですので、 大学全体の こ と しか見る こ と ができ ていない。 結局、 今お話 し した、 各学位プロ グラ ム は 、 入 り 口

か ら 出 口 ま で一貫 し た形で教育が組めているか、 質保証が で き て い る か と い う こ と を、 まずは大学が検討する。 さ ら に、

その前提 と して、 それぞれの教育プ ロ グラ ム 、 学位プ ロ グラ ム を担当する教員組織が き ちん と 責任を持っ て 質保証 し な さ

い。 そ こ が内部質保証システ ム の 出発点だ と い う よ う な メ ッ セ ージを発信する よ う なガイ ド ラ イ ンを機構の研究会で作っ

た と こ ろです。

神戸大学の場合は、 基本的には学位プ ロ グラ ム 、 教育プ 口 グラ ム と い う よ り は、 学部研究科、 学科専攻 と い う 組織 ご と

の単.{il.で の 自 己点検評価 と い う こ と に な っ て いますので、 ご指摘のよ う に 、 今後そ う い う 方向 に 変 え る 必要はあ 哲 ま す。

昨 日 の 1 時間 目 、 こ こ で全学評価 ・ FD 委員会が あ っ て 、 今教育の質保誌のチェ ッ ク リ ス ト を作っ ていますが、 そ こ で も

結局、 学部 ・ 学科が単位 と して依頼 し て います。 こ ち ら も不十分な形で投げて い る ので、 回答と し て は不十分な も の しか

返っ て こ ないので、 それはそれで仕方ないのですが、 今後プ ロ グラ ム単位でき ち ん と 質保証する と い う 形に変えてい く 必

要 が あ る だ ろ う と 恩います。 これはま さ に広島大学がプ ロ グ ラ ム化 と い う こ と を先行 し てやってい ら っ し ゃ る と い う こ と

で、 昨 日 も 「 どん どん広島大学の背中が遠 く な り ますねj と 古津先生にお話 を し て き た と こ ろ です。

私ばか 号 話 していますが、 他の方もいかがで し ょ う か。 神戸大学の話ばか り だったので、 他の大学のお話 を していただ

ければ。 せ っ か く こ こ に集まっ た機会が生かせ る ので、 いかがで し ょ う か。 自 慢 で も 結構ですので、 ぜひ、 お話 し して い

ただければ。 いかがですか。

神戸大以外の方、 手を挙げていただけますか。 結構多いですね。 では、 大塚先生か ら京大の 自 慢 を、 お願い します。

大塚 : いや、 最後にあい さ つ を し な ければいけないので、 そ の と き に取っておかなければ と 思っ たので。 では、 こ の間 あ

た り か ら かか 型 たい と 思います。

私は前千壬が大学評価 ・ 学位授与機構で、 それ こ そ大学評価を作っ て き た立場に あ っ て 、 大学に 20悦 年に異動 したので

す。 ですから大学が変わっ た と い う と き に、 その比較対象が微妙なのですが 、 で も私が京大にい る 9 年間 で も だいぶ変わ

っ た よ う に患います。 変わっ た と い う のは、 ど の よ う に変わったか と い う と 、 2004 年に異動 して、 全学共通教育の委員

会に委員で座 っ ていたのですが、 そ の と き に理学部の先生が 「最近の教員は、 け しか らん教員がいるj と 言い 出 したので

す。 r8 回 しか授業をや ら ないj と 言 う の です。 京大は、 こ う い う 先生がい る の だ ろ う な と 患っ た ら 、 その後、 「授業は 12

回や ら な ければいかんj と い う こ と で、 それが 2005 年 ぐ らいだっ た と 思 う の です。 それが今や 15 回や ら な ければいけな

く て、 京大も 、 見 る 見 る 夏休みの始ま り が遅 く な り 、 こ れは変 わ ら ない と い う こ と は決 して ない。 それで京大の教育が良

く な っ た か ど う かは ・ ・ ・。

で も 、 こ の 10 年間で、 自 分 自 身の授業はだいぶ変 え て き た と 思います。 ま さ に今言われてい る よ う なア ク テ ィ プ ・ ラ

ーエングの こ と や評価の手法を変えて き た と 思 う のですが、 私i立高等教育研究推進セ ン タ ー と い う と こ ろ で め を担当す

る部署にい る わ け ですが、 執行部からは、 「京大の教育の評価が高 く な ら ない。 ど う し よ う も ない授業をやる先生がいる

か ら だ。 それを何 と か し ろ j と い う 指令を受け る の ですの で も 、 われわれ公開授業は、 京都大学の田 中毎実先生が創始者

の よ う な と こ ろが あ っ て 、 見る機会はある のですが、 日 本に誇れる授業は結構あ る と い う か、 多い ぐ ら いで、 こ の辺のア

ピーノレの仕方が京大は1'0 り ないのではないかロ こ れは、 あ る意味でのわれわれの業界用語ですが、 深海魚 と い う 言葉があ

っ て 、 ぬ なんかをやっ て も 出て き て ほ しい先生が出て き て く れない と い う 層 が あ る 。 これは京大だけでな く て、 ど こ に

で も あ る の だろ う と 思 う ので、 いい と こ ろ を高 め て い く と い う のがわれわれセ ンタ ーの課題だな と 、 われわれは患っ て い

る のですが、 それは執行部の方は分かつ て く れていない と こ ろ は あ る の ですね。

今 日 、 ) 1 1 嶋先生のお話を伺っ て 、 し か し 、 変わっていないの だ と 。 こ れは)1 1 嶋先生の去年の夏出た答 申 の メ そ だ と 患っ

たのです。 平成 10 年に 21 世紀答申 が出ているわけだか ら 、 こ れは 21 世紀答 申 の前に出た のですね。 こ こ に 出 されてい



－ 105 －

) 1 1嶋 太津夫

る 課題 と い う のは、 ほ と ん ど去年の夏の課題 と 酷似 していて、 区別が付かない よ う な。 結局、 こ の課題と い う のは、 今で

も 同 じ課題が残っ てい る と い う 意味においては、 変わっていない。 だか ら 、 なぜ変われないのかと い う 課題について、 わ

れわれ しっ か り 取 哲 組んでいかない と い けない と 思います。 だか ら 、 そ う い う のは今 A さ んがおっ し ゃ っ た、 教育プ ロ グ

ラ ム と い う 考え方を取 り 入れる こ と に よ っ て 変われる のか ど う な のか。

あ る いは、 中教審の答申 で出 て く る こ と は、 日 本の大学は、 全部これをやれ と い う 形で出て く る のだけれ ど も 、 それこ

そ神戸大学、 京都大学の繰趨と 私立大学の繰題等が|司 じ に な っ て いいのかど う な の か。 その辺の、 われわれの言葉で言え

ば、 ロ ーカ ロ テ ィ }に即 し た形の課題の設定の仕方が大事に な っ て い く のではないか。 その辺を考えていってみた い と 思

います。

) 1 1  ø島 あ り が と う ございま し た。 ち なみに、 深海魚 と い う のは、 業界用語ですが、 FD に 出 て き て ほ しいのに出て こ な く

て 、 ずっ と 深い と こ ろ に沈んだま ま 、 い る のかいないのか分か ら ない よ う な生活を している先生は、 触っ て は駄 目 だ。 か

え っ て触る と 水が濁る、 他に影響が あ る と o だか ら 、 そ っ と しておき な さ い と い う こ と です。 いつか去 られるか ら 、 去 ら

れ る ま で放っておき な さ い と い う 、 そ う い う 業界の話です。

) 1 1 嶋 . 盟主名 で も構いませんけれど。 他、 ど う ですか。

大塚 D さ ん。

) 1 1 嶋 ー では、 大塚先生か ら 、 ご指名が あ り ま した。

大塚 : D さ ん。 コ ン ソで、 今。

) 1 1 鳴 恥 では、 ご指名 が ご ざいま したので、 いかがで し ょ う か。

参加者 D なぜ私なので し ょ う か。

京都か ら 比べ る と 本当 に小 さ い、 研究大学と は全然違 う 所に勤めています。 し か も 、 こ こ 数年、 京都の コ ン ソーシア ム

の方で産震を出 し て 、 結構出て き ていま す。 変わっ た か と 言われる と 、 表面上は、 小 さ い所にいて も 、 すごく 変わっ た と い

う の は、 こ こ で今頂いた資料 の よ う な昔話が大学の中で執行部か ら た く さ ん下 哲 て く る 。 なぜ下 り て く る のか、 最近、 こ う

い う 所へ出てき て初めて理解 し始めたので、 変わっ た と 思 う のですが、 実際は、 小 さ い大学では、 こ う い う こ と はあ ま り

き ち ん と 勉強 していないです。 ですか ら 、 ス ロ ーガン と い う か言葉だけが先行 していて、 実態l土、 ま だ ま だ追い付い て こ

ない。 実質は、 う ちの大学に 関 して 言 う と 、 あ ま 9 変わ っ ていないのが現実なのではないかと 思います。 なぜこ う 言われ

て い る かを理解 していない教員 も 相 当 多いのが、 う ち の よ う な大学では現実なのではない か と 感 じてお 静 ます。

) 1 1 鳴 : あ り が と う ご ざいま したa では、 私l土、 これで終わ り に しま して 、 百j会の方にお渡 し します。 ど う も あ り が と う ご

ざいま した (拍手入

山 内 あ り が と う ございま し た。 司会に戻 しますと 言われま し て も 、 も う 質疑応答 も終わっ て しま っ た よ う で、 仕事がな

いわけでございますが、 何か特に)1 1 嶋先生にお伺い したい と い う 方はお られますで し ょ う か。

) 1 1 嶋先生 と 私は、 こ の 3 月 ま で、 ち ょ う ど 19 年 ご一緒した と い う こ と にな り ま して 、 最初の 7 年 ぐ ら い は よ く 一緒に

お昼を食ベにいっ た り 、 の どかな時簡 を 過 ご し て 、 ) 1 1 嶋先生 も 40 代前半 ぐ らいで、 私 も 30 代前半で、 若かっ たですか ら 、
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た く さ んの時聞を一緒に過ご したのですが、 先 ほ ど ご紹介が あ っ た よ う に 、 野上学長 の と き に学長補佐にな ら れて か ら 、

と て も お忙 し く な られて、 し か も 、 その後、 お忙 し く な る ス ピー ドが加速 して、 どん どんお忙 し く な られま した。 先 ほ ど

出 さ れていた中教審のいろいろな委員 を さ れている他に も 、 い ろ い ろ な学外委員 をお引 き 受 け に な り 、 しかも学内で も 委

員長、 座長、 い ろ い ろ な仕事を さ れていま して、 ひ どい と き です と 月 に海外出張が月 に 3 聞 と か週に 3 聞東京 と か、 そ う

い う の も珍 し く ない と い う こ と で、 お体の こ と を常 々 心配 していたわけです。

私 も 司会 と して質問を し ょ う か と 思っ て い たのですが、 も う その時間 も な く な 世 ま したので、 こ こ では省略させていた

だ き た い と 思います。

最後に、 関西 FD 連絡協議会の代表幹事校の、 先ほ どお話のあ り ま し た 、 京都大学の大塚先生か ら一言ごあい さつをい

た だ き た い と 思います。

大塚 : ) 1 1嶋先生、 今 日 は本 当 に あ り が と う ございま した。 関西地区 FD 連絡協議会と い う のは、 関西地域と いいま し て も 、

兵庫県、 大阪府、 和歌山県、 奈良県、 京都府、 滋賀県、 自 府県の大学が集ま り ま して、 147 大学 ・ 短大、 結構大き な協議

会 に な っ ています。 そ こ で研究ワ}キンググループ と い う のがあ 早 ま して 、 FD に関わる研究テ-'7を グループで共同研

究を進めています。 共問研究 と い っ て も 、 それぞれの大学でやっ て い る こ と を紹介し合っ た り と い う こ と で、 FD デザイ

ン研究サプグループと い う のが研究 ワ ー キ ン グ グループの下に あ り ま して、 それを作ったのが、 米谷先生で、 その担当が

昨年の 4 月 か ら 山内先生に代 わ ら れて 、 今年 ど う い う 形で研究会をやろ う か と い う こ と を話 した と き に、 中教審答 申 が 出

たわけです。 神戸に)1 1鳴先生がい る のだか ら 、 )1 1 鳴先生に話を樹 く 機会 を も っ た らいいのではないかと い う こ と で、 今 日

の会が実現 した と い う こ と です。

FD デザイ ン と い う 、 要する に、 FD を どの よ う に も っ て い く か と い う のは、 中教審答 申 で と いっ た こ と が議論 されてい

る の か と い う あた り が、 その方向性を定め る こ と にな っ て い く と 思います。 2008 年に出た学士課程答 申 の前後に FD が義

務化 さ れた と い う こ と も あ っ て 、 それか ら と にか く 各大学で FD をやる こ と が進んで き た のですが、 今度の質的転換答申

と 呼ぶので し ょ う か、 問 はやる べ き だ と は書い て あ る の ですが、 ト ー ンが少 し下が っ て き た よ う な部分もあ 宮 、 各大学

で も 、 これから ど う してい く か と い う こ と は、 ち ょ っ と 悩ま しい と こ ろ に き てい る の ではないか と 思 う わけです。

そんな こ と も あ っ て 、 今 日)1 1 p鳥先生か らお話を伺 っ て 、 今われわれに課せ られてい る 教育的な課題 と い う のが 1997 年

の こ ろか ら と 、 も っ と さ かのぼっ て掘 り 起こせば、 恐 ら く 、 ま だ似てい る と い う のは幾 ら で も 出 て く る かな と い う のが あ

っ て 、 教育的課題 と い う のはそんな簡単にはいかないのだ と い う こ と を あ ら た め て今 日 は認識する こ と がで き ま した。 ま

た 、 答 申 の ト ー ンが、 それぞれの時代背景か ら で き て い る と い う こ と も 、 ) 1 1嶋先生ご自 身の経路等も併せて、 その辺を感

じ る こ と も で き ま した。 そ う いっ た意味でも 、 その時代の影響を受け る と い う こ と は、 各大学の置かれた状況や背景の中

で、 自 分たちが考えていった り 、 あ る いは協議会で議論 し合 う 中で、 具体的に浮き彫に し て い く こ と が大事なのだ と い う

こ と を再認識 さ せていただき ま した。

なかなか厳 しい時代で、 われわれ大学人にはアベ ノ ミ ク ス と い う のは、 ど こ に あ る の か よ く 見 え ないのですが、 給与は

削減された ま ま です し、 予算も付き ません し、 関西 FD も なかなか厳しい時代 に な っ て いますけれ ど も 、 お金の問題だけ

でな く 、 われわれは大事な教育に携わっ て い る わけですので、 そ の よ う な銀題に皆 さ んカ を合わせて、 これから も推進 し

て い く こ と ができればと 思います。

) 1 1嶋先生は、 政権が代わって、 中教審の メ ンパーか ら外された と い う こ と を伺いま したが、 ま だ重要な役割を担 う と 思

いますので、 情報提供等 を これか ら も よ ろ し く お願 い し た い と 患います。 J I I 鳩先生は、 昨 日 は東京でご 絡 して お り ま し

たが、 明 E も ま た東京の委員会で ご A緒し、 来週の水曜 日 も東京で A絡に な る と い う 、 行っ た P 来た り 、 お瓦いに体をい

と っ て頑張っ て い き た い と 思います。

今 日 は、 本 当 に あ り が と う ございま した。 皆 さ ま も本当 に今 日 は、 あ り が と う ご ざいま し た {拍手入
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山 内 ・ はい、 ど う も あ り が と う ございま した。 それでは、 今 日 ご参加し、ただいた皆 さ ま 、 本 当 に あ り が と う ごぎいま した。

これで散会 と したい と 思います。




